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要旨
本アプリケーションノートでは、シリアルインタフェースのクロック同期モードを使用した、データ送

信の動作例を説明します。

対象デバイス
M32C/84グループ

M32C/85グループ

M32C/87グループ

M32C/88グループ

M32C/8Aグループ

M32C/8Bグループ

本アプリケーションノートを他のマイコンへ適用する場合、そのマイコンの仕様にあわせて変更し、十

分評価してください。
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1. 仕様
シリアルインタフェース (UART0) のクロック同期モードを使用し、受信側デバイスにデータを送信しま

す。表 1.1に使用する周辺機能と用途を、図 1.1に接続例を示します。

図 1.1 接続例

表 1.1 使用する周辺機能と用途

周辺機能 用途

シリアルインタフェース (UART0) データの送信

M32C/84,85,87,88,8A,8B
グループ

CTSi

CLKi

TXDi

受信側デバイス

CLK

RXD

RTS

i = 0 ～4

(注1)

注1. UART2 、を使用する場合 TXD2端子はN 、 。チャネルオープンドレイン出力のため プルアップが必要です 
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2. 動作確認条件
本アプリケーションノートのサンプルコードは、下記の条件で動作を確認しています。

3. 関連アプリケーションノート
本アプリケーションノートに関連するアプリケーションノートを以下に示します。併せて参照してくだ

さい。

• M32C/80シリーズ シリアルインターフェース動作 (クロック同期モードの受信 )(R01AN0702JJ)

4. ハードウェア説明

4.1 使用端子一覧

表 4.1に使用端子と機能を示します。

表 2.1 動作確認条件

項目 内容

使用マイコン M3087BFLGP(M32C/87グループ )
動作周波数 • メインクロック：32MHz

• CPUクロック：32MHz
動作電圧 5V
統合開発環境 ルネサス エレクトロニクス製

High-performance Embedded Workshop Version 4.08
Cコンパイラ ルネサス エレクトロニクス製

M32C Series Compiler V.5.42 Release 00
コンパイルオプション
-D__STACKSIZE__=0X300 -D__ISTACKSIZE__=0X300 
-DVECTOR_ADR=0x0fe0000 -D__E8__ -D__WORK_RAM__=0x100 
-c -finfo -dir "$(CONFIGDIR)" -M82
(統合開発環境のデフォルト設定を使用しています )

動作モード シングルチップモード

サンプルコードのバージョン Version 1.00

表 4.1 使用端子と機能

端子名 入出力 内容

P6_0/CTS0 入力 送信制御用入力

P6_1/CLK0 出力 クロック出力

P6_3/TXD0 シリアルデータ出力



M32C/84,85,87,88,8A,8Bグループ シリアルインタフェース動作 (クロック同期モードの送信 )

R01AN0701JJ0100 Rev.1.00 Page 5 of 9
2011.07.29

5. ソフトウェア説明
ここではUART0のクロック同期モードを使用して、通信速度 1Mbps(Xin=32MHz)でデータを送信する設

定手順を説明します。以下に、通信速度を求める計算式を示します。

本アプリケーションノートでの設定条件を表 5.1に示します。

データ送信のためCLK出力とTXD出力を使用します。CLK出力とTXD出力を行うために、CLK端子と

TXD端子に対応するポートのポート方向ビットと機能選択レジスタを設定してください。表 5.2にクロック

同期モード送信の端子の設定 (M32C/87グループの例 )を示します。

注1. PS0、PS1、PS3レジスタは最後に設定してください。

注2. PD9、PS3レジスタは、PRCRレジスタのPRC2ビットを “1”(書き込み許可 )にした次の命令で書き

換えてください。PRC2ビットを “1”にする命令とPD9、PS3レジスタを書き換える命令の間に、割

り込みやDMA転送、DMACII転送が入らないようにしてください。

表 5.1 設定条件

項目 設定条件

転送モード クロック同期モード

送受信クロック 内部クロック

通信速度 1Mbps(Xin=32MHz)
送信制御 CTS機能

ビットオーダ LSBファースト

送信割り込み要因 U0IRSビットが “0”(U0TBレジスタ空 )
送信割り込み要求発生タイミング U0TBレジスタからUART0送信シフトレジスタへデータ転送時

(送信開始時 )
CLK極性 送受信クロックの立ち下がりに同期して送信データを出力、

立ち上がりに同期して受信データを入力

TXD、RXD入出力極性切り替え 反転なし

表 5.2 クロック同期モード送信の端子の設定 (M32C/87グループの例 )

チャネル 端子

ビットと設定値

PD6、PD7、PD9
レジスタ (注2)

PSC、PSC3
レジスタ

PSL0、PSL1、
PSL3レジスタ

PS0、PS1、PS3
レジスタ (注1、2)

UART0 P6_0/CTS0入力 PD6_0=0 — — PS0_0=0

P6_1/CLK0出力 — — PSL0_1=0 PS0_1=1

P6_3/TXD0出力 — — PSL0_3=0 PS0_3=1
UART1 P6_4/CTS1入力 PD6_4=0 — — PS0_4=0

P6_5/CLK1出力 — — PSL0_5=0 PS0_5=1

P6_7/TXD1出力 — — PSL0_7=0 PS0_7=1
UART2 P7_0/TXD2出力 — PSC_0=0 PSL1_0=0 PS1_0=1

P7_2/CLK2出力 — PSC_2=0 PSL1_2=0 PS1_2=1

P7_3/CTS2入力 PD7_3=0 — — PS1_3=0
UART3 P9_0/CLK3出力 — — PSL3_0=0 PS3_0=1

P9_2/TXD3出力 — — PSL3_2=0 PS3_2=1

P9_3/CTS3入力 PD9_3=0 — PSL3_3=0 PS3_3=0
UART4 P9_4/CTS4入力 PD9_4=0 — PSL3_4=0 PS3_4=0

P9_5/CLK4出力 — — — PS3_5=1

P9_6/TXD4出力 — PSC3_6=0 — PS3_6=1

通信速度=
U0BRGレジスタのカウントソース

2 × (U0BRGレジスタの設定値 + 1)
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5.1 動作概要

サンプルコードでの動作を以下に示します。

(1) 送信許可
U0C1レジスタのTEビットに“1”(送信許可 )を設定し、U0TBレジスタに送信データを書き込むと

送信待ちになります。
(2) CTS0確認

CTS0端子の入力信号が“L”になると送信を開始します。(CTS0端子への入力信号は、受信側デバ

イスで制御します )
(3) 送信開始

最初の送受信クロックの立ち下がりに同期して、U0TBレジスタに書き込んだ送信データが

UART0送信シフトレジスタに転送されます。同時にS0TICレジスタの IRビットが“1”(割り込み要

求あり )になります。また、送信データの下位1ビット目がTXD0端子から送信されます。その後、

2ビット目以降は、送受信クロックの立ち下がりに同期して送信されます。

(4) 送信完了
1バイトのデータ送信が完了するとU0C0レジスタのTXEPTビットが“1”(送信完了 )になり、送信

完了したことを示します。また、送受信クロックは“H”で停止します。

(5) 次のデータ送信
8ビット目が出力される前にU0TBレジスタに次のデータを設定していれば、続けて送信が行な

われます。
図 5.1にタイミング図を示します。

図 5.1 タイミング図

U0TBレジスタから
UART0送信シフトレジスタへ転送

CTS0が“H”のため停止

D7

U0C1レジスタの
TEビット

。この図は次の条件の場合です 
・U0MRレジスタのCKDIRビット=0 (内部クロック選択)
・U0C0レジスタのCRDビット=0、かつCRSビット=0 (CTS機能選択)

 CKPOLビット=0 (送受信クロックの立ち下がりに同期して送信データ出力)
・U0C1レジスタのU0IRSビット=0 (U0TBレジスタ空で割り込み要求発生)

注1．TCSPRレジスタのCNT3～CNT0ビットで分周なし(n=0)または2n分周(n=1～15) 。を選択できます 

TC

“1”

“0”

内部クロック

U0C1レジスタの
TIビット

“1”

“0”

U0TBレジスタにデータを設定

CTS0入力
“H”

“L”

CLK0出力

TCLK

TXD0出力 D0

U0C0レジスタの
TXEPTビット

“1”

“0”

S0TICレジスタの
IRビット

“1”

“0”
2(m+1)

fj
TC = TCLK =

fj：f1、f8、f2n(注1)
m：U0BRGレジスタの設定値(00～FFh)

D1 D2 D3 D4 D5 D6

“H”

“L”

“H”

“L”
D7D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D0 D1 D2 D3 D4 D5

、割り込み要求の受け付け またはプログラムで“0”にする

(1)送信許可

(2)CTS確認

(3)送信開始

(4)送信完了

(5)次のデータ送信
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5.2 定数一覧

表 5.3にサンプルコードで使用する定数を示します。

5.3 フローチャート

5.3.1 メイン処理

図 5.2にメイン処理のフローチャートを示します。

図 5.2 メイン処理

表 5.3 サンプルコードで使用する定数

定数名 設定値 内容

TRN_DATA 00h 送信データの初期値

main

UART0 。の初期設定をします 

UART0送信割り込み要求フラグ
クリア

送信データ書き込み U0TBレジスタ ← 00h

(4)

(3)

システムクロック設定処理
mcu_init() 。システムクロックを設定します 

マスカブル割り込み禁止 Iフラグ ← 0

UART0初期設定
uart0_init()

(1)

(2)

UART0送信
割り込み要求あり

Yes

No

送信データ更新

送信データ書き込み

S0TICレジスタ
IRビット ← 0

U0TBレジスタ ← trn_data
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5.3.2 UART0初期設定処理

図 5.3にUART0初期設定処理のフローチャートを示します。

図 5.3 UART0初期設定処理

UART0送受信制御レジスタ0設定

通信速度を1Mbpsに設定

U0MRレジスタ ← 01h
SMD2-SMD0ビット = 001b : クロック同期モード
CKDIRビット = 0 : 内部クロック

uart0_init

UART0送受信モードレジスタ
設定

(1)

UART0特殊モード関連レジスタ
設定

U0SMRレジスタ ← 00h
U0SMR2レジスタ ← 00h
U0SMR3レジスタ ← 00h
U0SMR4レジスタ ← 00h

(2)

U0C0レジスタ ← 00h
CLK1-CLK0ビット = 00b : f1
CRSビット = 0 : CTS機能を選択する
CRDビット = 0 : CTS機能許可
NCHビット = 0 : CMOS出力
CKPOLビット = 0 : 送受信クロックの立ち下がりに同期して

  、送信データ出力 立ち上がりに同期して
  受信データ入力

UFORMビット  = 0 : LSBファースト

U0BRGレジスタ ← 16-1

UART0送受信制御レジスタ1設定
U0C1レジスタ ← 00h

TEビット = 0 : 送信禁止
REビット = 0 : 受信禁止
U0IRSビット = 0 : U0TBレジスタ空(TI=1)
U0LCHビット = 0 : 反転なし

割り込み制御レジスタ設定
S0TICレジスタ ← 00h

ILVL2-ILVL0ビット = 000b : レベル0(割り込み禁止)
S0RICレジスタ ← 00h

ILVL2-ILVL0ビット = 000b : レベル0(割り込み禁止)

ポートP6_0(CTS0)機能選択 PD6レジスタ
PD6_0ビット ← 0 : 入力モード(入力ポートとして機能)

PS0レジスタ
PS0_0ビット ← 0 : 入出力ポート/周辺機能入力

ポートP6_1(CLK0)機能選択
PSL0レジスタ

PSL0_1ビット ← 0 : CLK0出力
PS0レジスタ

PS0_1ビット ← 1 : PSL0_1ビットで選択

ポートP6_3(TXD0)機能選択
PS0レジスタ

PS0_3ビット ← 1 : TXD0

送信許可
U0C1レジスタ ← 01h

TEビット = 1 : 送信許可

return

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

(10)
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6. サンプルコード
サンプルコードは、ルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。

7. 参考ドキュメント
M32C/84グループ (M32C/84,M32C/84T) ユーザーズマニュアル ハードウェア編 Rev.1.10
M32C/85グループ (M32C/85,M32C/85T) ユーザーズマニュアル ハードウェア編 Rev.1.03
M32C/87グループ (M32C/87,M32C/87A,M32C/87B) ユーザーズマニュアル ハードウェア編 Rev.1.51
M32C/88グループ (M32C/88T) ユーザーズマニュアル ハードウェア編 Rev.1.00
M32C/8Aグループ ユーザーズマニュアル ハードウェア編 Rev.1.01
M32C/8Bグループ ユーザーズマニュアル ハードウェア編 Rev.1.00
(最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。)

テクニカルアップデート /テクニカルニュース

(最新の情報をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。)

Cコンパイラマニュアル

M32Cシリーズ用 Cコンパイラパッケージ V.5.42
Cコンパイラユーザーズマニュアル Rev.2.00
(最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。)

ホームページとサポート窓口
ルネサス エレクトロニクスホームページ

http://japan.renesas.com/

お問合せ先
http://japan.renesas.com/inquiry



A - 1

改訂記録
M32C/84,85,87,88,8A,8Bグループ

シリアルインタフェース動作(クロック同期モードの送信)

Rev. 発行日
改訂内容

ページ ポイント

1.00 2011.07.29 − 初版発行

すべての商標および登録商標は、それぞれの所有者に帰属します。



製品ご使用上の注意事項

1.

CMOS
LSI LSI

2.

LSI

3.

4.

5.

ROM
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